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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第29期
第３四半期
連結累計期間

第30期
第３四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自 2022年７月１日
至 2023年３月31日

自 2023年７月１日
至 2024年３月31日

自 2022年７月１日
至 2023年６月30日

売上高 (千円) 2,732,471 3,069,972 3,770,377

経常利益 (千円) 225,841 395,859 376,010

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 133,770 242,723 185,313

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 133,796 244,117 185,362

純資産額 (千円) 3,139,197 3,297,816 3,121,753

総資産額 (千円) 5,062,644 5,033,703 5,109,880

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 9.40 17.22 13.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 9.27 17.04 12.88

自己資本比率 (％) 62.0 65.5 61.1
 

 

回次
第29期
第３四半期
連結会計期間

第30期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2024年１月１日
至　2024年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 1.87 5.49
 

(注) 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、世界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の先行き懸念な

ど、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、中東地域をめぐる

情勢、金融資本市場の変動等の影響にも十分注意する必要があり、依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。一方で30年来続いてきたコストカット型経済から持続的な賃上げや活発な投資がけん引する成長型経済への変

革に向けて、新たな資本主義への変化と取り組みの加速が期待されます。

　当社グループがＳａａＳ型クラウドサービスを提供する不動産業務支援の市場においては、不動産業界における

慢性的な労働人口不足や、新規開業事業者のＩＴ設備投資需要の増加、2022年５月の改正宅地建物取引業法により

解禁となった「不動産取引の全面電子化」、2023年10月施行のインボイス制度、2024年１月施行の電子帳簿保存法

によって業界全体にＤＸ促進の機運が高まっており、当社グループにとっては引き続き追い風の状況が続いており

ます。

 
このような事業環境の下、当社グループは不動産領域に対して一気通貫のサービスラインナップと自社プラット

フォームを通じたパートナー企業との連携により、業務範囲を幅広く網羅した不動産ＤＸを推進してまいりまし

た。また、当期が最終年度となる３カ年計画（中期経営計画）の達成に向けて過去２期で投資した商品・拠点・営

業人員体制を活かし事業を推進してまいりました。

※３カ年計画とは、当社グループの2022年６月期 ～ 2024年６月期の３カ年の業績、成長計画について記載した

ものであり、詳細は当社ＩＲサイトにて公開している「2024年６月期 第３四半期 決算説明資料」にてご確認いた

だけます。

 
３カ年計画の基本戦略としては、無償サービスである業者間物件流通サービス「不動産ＢＢ」や「リアプロ（仲

介）」の導入提案によって日本全国の不動産事業者との接点を増やし、その後、さらなる付加価値提供として有償

のサービスを販売するフリーミアム戦略（注）を取っております。有償のサービスとしては、仲介事業者向けに提

供する仲介ソリューションと賃貸管理業者向けに提供する管理ソリューションの２つを提供しており、仲介ソ

リューションではホームページ制作や不動産ポータルサイト連動、見込客管理(ＣＲＭ)、内見予約、ＩＴ重説、電

子契約など集客から契約までの業務を支援する商品・サービスを提供しております。管理ソリューションでは煩雑

で多岐にわたる賃貸管理業務をデータベースで一元管理し、業務効率化を図る商品・サービスを提供しておりま

す。

（注）フリーミアム戦略とは基本となるサービスや製品を無償で提供し、さらに高度な機能やサービスを利用す

る際には料金を課金する仕組みのビジネスモデルであります。

 
有償サービス販売の主となるカスタマーコンサルタントによる営業活動では、前期までに増員した営業リソース

の活用と営業人員の生産性最大化に向けて、インサイドセールスやカスタマーサクセス等の後方支援チームにより

案件獲得数の向上、成約率向上を図っております。また、2022年６月に経営統合した株式会社リアルネットプロの

主力商品である業者間物件流通サービス「リアプロ（管理）」についても、市場での高い需要に合わせて専門チー

ムを組成しており、サービス拡販に向けて当第３四半期より活動を開始しております。

 
新商品開発において、有償サービスとして展開する「リアプロ」と無償で提供する「不動産ＢＢ」との統合版を

開発しております。リリース時期は今年の秋頃を予定しており、統合後には物件情報数・利用事業者数ともに日本
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最大規模の業者間物件流通サービスとなることが想定されます。両サービスは業者間物件流通サービスとして類似

したサービスであり、これまではエリアごとにシェア拡大戦略を実施しておりましたが、統合後は１本化され、他

サービスとの連携も強化されつつ、シェア拡大に向けてさらなる加速を図ってまいります。なお、統合サービスに

移行する不動産ＢＢの顧客については、統合のタイミングに合わせて有償化を図る予定としております。

その他の商品開発としては、賃貸革命の次期バージョン開発、既存製品の機能強化を中心に進めております。ま

た、最新技術の活用として生成ＡＩを用いた業務効率や、当社が保有する不動産データを活かした新規事業の研究

開発も進めており、長期的な成長を見越した投資も継続しております。

 
中期ビジョンとして掲げるプラットフォーム創造については、家賃保証会社や保険会社とのデータ連携を中心に

様々な企業との提携が進んでおります。当社プラットフォームの領域を拡大しつつ、パートナー企業と共により一

層業界のＤＸ化に貢献してまいります。

 
当社グループにおける報告セグメントは単一であるため、セグメント別の記載を省略しております。

 
各サービス別の概況は以下のとおりであります。

 
（仲介ソリューション）

仲介ソリューションにおいては、自社ホームページ集客を支援する「ＷｅｂＭａｎａｇｅｒＰｒｏ」や、不

動産ポータルサイト集客を支援する「物件データ連動」、不動産契約の電子化を支援する「電子契約サービ

ス」等、仲介業務の課題解決となるサービスの提案を積極的に行ってまいりました。また、子会社である株式

会社リアルネットプロが提供する業者間物件流通サービス「リアプロ」の拡販に向けて専門チームを組成、エ

リア別のシェア拡大戦略を推進し、「リアプロ」有償顧客からの月額利用料が順調に積み上がりました。

その結果、仲介ソリューションの売上高は1,199,956千円となりました。

 
（管理ソリューション）

管理ソリューションにおいては、売上のメインとなる「賃貸革命」の新規顧客への販売、既存顧客へのバー

ジョンアップ、オプションサービスを積極的に提案してまいりました。また、解約率については継続して低位

で安定していることから、月額利用料も堅調に積み上がりました。

その結果、管理ソリューションの売上高は1,837,204千円となりました。

 
※ 仲介ソリューション、管理ソリューションの合計売上高3,037,161千円の他に、その他売上高32,810千円があ

ります。
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（２）財政状態に関する説明

  ① 資産

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、5,033,703千円となり、前連結会計年度末から76,177千円減少

となりました。流動資産の残高は、1,649,296千円となり、前連結会計年度末から178,267千円減少となりました。

固定資産の残高は、3,384,406千円となり、前連結会計年度末から102,090千円増加となりました。

主な要因は、流動資産の減少は現金及び預金が減少したこと、固定資産の増加は無形固定資産その他に含まれま

すソフトウエア仮勘定の増加によるものであります。

 

  ② 負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、1,735,886千円となり、前連結会計年度末から252,240千円減

少となりました。流動負債の残高は、1,394,033千円となり、前連結会計年度末から239,719千円減少となりまし

た。

主な要因は、前連結会計年度に計上された法人税等を支払ったことにより未払法人税等が減少したこと、流動負

債その他に含まれます未払金及び未払費用が減少したことによるものであります。

 
  ③ 純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、3,297,816千円となり、前連結会計年度末から176,063千

円増加となりました。

主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるものでありま

す。

 

（３）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等 

当第３四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観

的な指標等に重要な変更はありません。

 
（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 
（５）研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は18,428千円であります。なお、当第３四半期連結累計期間にお

いて、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,354,440 14,354,440
東京証券取引所
（グロース市場）

単元株式数は100株であります。

計 14,354,440 14,354,440 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2024年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

   2024年１月１日～
   2024年３月31日

14,000 14,354,440 1,120 729,648 1,120 699,648
 

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

　　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

　当第３四半会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2024年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 248,500
 

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,085,900
 

140,859 －

単元未満株式 普通株式 6,040
 

－ －

発行済株式総数 14,340,440 － －

総株主の議決権 － 140,859 －
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式71株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2024年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
日本情報クリエイ
ト株式会社

宮崎県都城市
上町13-18

248,500 － 248,500 1.73

計 － 248,500 － 248,500 1.73
 

（注）当社は、単元未満自己株式71株を保有しております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社グループは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2024年１月１日か

ら2024年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（2023年７月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,157,291 926,660

  売掛金 431,711 413,545

  商品 252 741

  仕掛品 33,306 48,148

  貯蔵品 2,113 4,010

  その他 203,958 256,648

  貸倒引当金 △1,069 △457

  流動資産合計 1,827,564 1,649,296

 固定資産   

  有形固定資産 488,834 511,107

  無形固定資産   

   ソフトウエア 409,591 324,487

   のれん 724,052 663,714

   顧客関連資産 999,600 946,050

   その他 203,822 420,546

   無形固定資産合計 2,337,066 2,354,798

  投資その他の資産   

   その他 487,345 551,716

   貸倒引当金 △30,929 △33,215

   投資その他の資産合計 456,415 518,500

  固定資産合計 3,282,316 3,384,406

 資産合計 5,109,880 5,033,703

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 13,487 15,435

  未払法人税等 100,232 16,181

  契約負債 915,064 874,696

  賞与引当金 － 80,360

  受注損失引当金 6,377 15,895

  １年内返済予定の長期借入金 20,268 －

  その他 578,323 391,464

  流動負債合計 1,633,752 1,394,033

 固定負債   

  長期借入金 29,710 －

  資産除去債務 16,557 17,740

  繰延税金負債 302,452 321,286

  その他 5,654 2,827

  固定負債合計 354,374 341,853

 負債合計 1,988,127 1,735,886
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           (単位：千円)

          前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 728,448 729,648

  資本剰余金 700,158 701,358

  利益剰余金 1,900,817 2,073,086

  自己株式 △207,831 △207,831

  株主資本合計 3,121,592 3,296,261

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 161 483

  繰延ヘッジ損益 － 1,072

  その他の包括利益累計額合計 161 1,555

 純資産合計 3,121,753 3,297,816

負債純資産合計 5,109,880 5,033,703
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 2,732,471 3,069,972

売上原価 931,754 1,052,877

売上総利益 1,800,717 2,017,094

販売費及び一般管理費 1,622,749 1,622,428

営業利益 177,967 394,666

営業外収益   

 不動産賃貸料 － 5,191

 保険返戻金 55,141 －

 その他 4,415 603

 営業外収益合計 59,556 5,794

営業外費用   

 為替差損 5,636 2,671

 雑損失 4,704 1,305

 その他 1,342 624

 営業外費用合計 11,682 4,601

経常利益 225,841 395,859

特別利益   

 固定資産売却益 528 441

 特別利益合計 528 441

特別損失   

 固定資産売却損 155 －

 固定資産除却損 10 214

 特別損失合計 165 214

税金等調整前四半期純利益 226,204 396,086

法人税等 92,433 153,362

四半期純利益 133,770 242,723

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 133,770 242,723
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

四半期純利益 133,770 242,723

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 25 322

 繰延ヘッジ損益 － 1,072

 その他の包括利益合計 25 1,394

四半期包括利益 133,796 244,117

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 133,796 244,117

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれん、顧客関連資産を除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん、

顧客関連資産の償却額は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

減価償却費 127,653千円 159,088千円

顧客関連資産償却費 53,550 〃 53,550 〃

のれん償却額 60,337 〃 60,337 〃
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2022年９月29日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 71,089 5.00 2022年６月30日 2022年９月30日

 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年９月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 70,454 5.00 2023年６月30日 2023年９月27日

 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

(セグメント情報等)

当社グループは、不動産業務支援事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(収益認識関係)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

（単位：千円）

 
財又はサービス

合計仲介ソリュー
ション

管理ソリュー
ション

その他

一時点で移転される財又はサービス 61,163 612,092 5,058 678,314

一定の期間にわたり移転される財又は

サービス
1,065,186 965,459 23,511 2,054,157

顧客との契約から生じる収益 1,126,349 1,577,552 28,569 2,732,471
 

 
　当第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

（単位：千円）

 
財又はサービス

合計仲介ソリュー
ション

管理ソリュー
ション

その他

一時点で移転される財又はサービス 41,104 647,112 4,583 692,800

一定の期間にわたり移転される財又は

サービス
1,158,851 1,190,092 28,227 2,377,171

顧客との契約から生じる収益 1,199,956 1,837,204 32,810 3,069,972
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

(1）１株当たり四半期純利益 9円40銭 17円22銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 133,770 242,723

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

133,770 242,723

普通株式の期中平均株式数(株) 14,226,050 14,094,028

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 9円27銭 17円04銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
(千円）

－ －

普通株式増加数(株） 200,892 148,975

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

２０２４年５月１５日

日本情報クリエイト株式会社

　取 締 役 会　　御　中

EY新日本有限責任監査法人

福  岡  事  務  所
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石　田　博　信  
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 中　澤　直　規  
 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本情報ク

リエイト株式会社の２０２３年７月１日から２０２４年６月３０日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２

０２４年１月１日から２０２４年３月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（２０２３年７月１日から２０２４年

３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結

包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本情報クリエイト株式会社及び連結子会社の２０２４年３月３１

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎と

なる証拠を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと 信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで 軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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